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コンパクト ミニバン・1BOX 軽自動車

SUV・クロカン 輸入車
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Quick×ワンプライス成約車輌 6月度ランキング

1位 ヴォクシー
平均 H27年 1,825,000円

2位 セレナ
平均 H27年 1,456,000円

3位 シエンタ
平均 H28年 1,236,000円

4位 ヴェルファイア
平均 H26年 2,145,000円

5位 ステップワゴンスパーダ
平均 H27年 1,630,000円

1位 タント
平均 H27年 762,000円

2位 Ｎ－ＢＯＸ
平均 H29年 994,000円

3位 ワゴンＲ
平均 H26年 512,000円

4位 Ｎ－ＢＯＸカスタム
平均 H31年 1,347,000円

5位 ミライース
平均 H29年 501,000円

現車オークションの影響もあり全体的に相場高の状況で、6月はカテゴリーごとに
よって少し動きがあった。
コンパクト→ラインナップに関してはデミオがランクイン。
単価についてはフィットが5月に比べ平均単価244,000円UPとなっている。
ミニバン・１BOX→ラインナップに関してはアルファード、ノアがランキングから外
れ、シエンタ、ステップワゴンスパーダがランクイン。
単価に関しては5月に比べ、ヴォクシー平均単価266,000円UP、セレナ305,000円
UP、ヴェルファイア695,000円DOWNになっている。
軽自動車→ラインナップに動きがあり、ハスラー、ハイゼット、スペーシアがランキ
ングから外れ、ワゴンR、ミライース、NBOXがランクイン。大きな単価の変動はな
い。
SUV・クロカン→ラインナップに関してヴェゼルがランキングから外れ、フォレスタ
ーがランクイン。
単価に関してはハリアー377,000円UP、レクサスRX405,000円UP、ランドクルー
ザー421,000円UPになっている。
輸入車→ラインナップに関してはAクラスが外れCクラスがランクイン。単価に関し
ては3シリーズ506,000円UP、ミニは1,132,000円のDOWNになっている。
ステップワゴンスパーダ、フォレスターなど直近でランキングになかった車両がラ

ンクインしています。
該当の車両が在庫にあれば、是非この機会にご出品の程宜しくお願い致します。

1位 ３シリーズ
平均 H28年 2,148,000円

2位 ＭＩＮＩ
平均 H26年 1,395,000円

3位 Ｃクラス
平均 H27年 3,023,000円

4位 ５シリーズ
平均 H28年 2,643,000円

5位 Ｅクラス
平均 H29年 4,161,000円

1位 プリウス
平均 H27年 1,368,000円

2位 アクア
平均 H28年 999,000円

3位 ノート
平均 H28年 994,000円

4位 フィット
平均 H26年 769,000円

5位 デミオ
平均 H26年 688,000円

1位 ハリアー
平均 H27年 2,260,000円

2位 エクストレイル
平均 H27年 1,269,000円

3位 ＲＸ
平均 H28年 4,234,000円

4位 ランドクルーザープラド
平均 H28年 3,797,000円

5位 フォレスター
平均 H27年 1,775,000円
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中古車輸出情報
中古車輸出統計データ - グーネット自動車流通より

中古車輸出 ＵＡＥが2カ月振りに首位

前年同月比1.3%増

日本中古車輸出業協同組合がまとめた5月の中
古車輸出台数は、前年同月比1.3%増の11万
534台だった。
仕向け国別では、アラブ首長国連邦が2カ月振
りに首位となった。
同国は、33.9%増の1万3344台。2位のロシ
アは、同16.8%減の1万1630台で続いた。
3位はニュージーランドで、輸出台数は同
20.1%減だった。

上位20カ国で伸び率が高かった国は、アイル
ランド（3.1倍／511→1599）、アメリカ合
衆国（3.0倍／894台→1582台）で、ヨーロ
ッパ、北アメリカ勢などで輸出台数を伸ばし
た。
前月比較では、5.5%増だった。

2022年6月

Quick×ワンプライス 輸出向け成約車輌ランキング

1位
スイフトスポーツ

平均年式 H31年 平均金額 1,678,000円

2位
ランドクルーザープラド

平均年式 H26年 平均金額 3,189,000円

3位
ハイエースバン

平均年式 H27年 平均金額 1,338,000円

4位
ハリアー

平均年式 H24年 平均金額 1,362,000円

5位
エクストレイル

平均年式 H26年 平均金額 1,007,000円
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Quick×ワンプライス出品成約状況

平均単価

前年6月

151,7万円

今年6月

183,5万円 平均単価

前年6月

60,8万円

今年6月

71,6万円

Quick×ワンプライスの入札件数は昨年同月よりも増加しており、入札件数は年々上昇傾向にある。
AA会場の出品台数は昨年同月と比較し差ほど変わりはないが、出品台数は年々減少している傾向にあります。
Quick×Quickだけでなく共有在庫の市場自体が確立されてきており、今までAAに流れていた弾が共有在庫に出品されてきていると考えられます。
Quick×ワンプライス平均単価は前年同月の120％、AA会場の平均単価は前年同月の117％になっており、中古車の相場は全体的に上がっていますが、Quick×
ワンプラの入札件数が増えていることから高く売れるだけではなく、新しい仕入れ先として利用されている会員様が増えていることが考えられます。
是非この機会にご出品・ご落札をご利用ください。
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2022年 6月新車販売ランキング

乗用車 軽自動車

順位 ブランド通称名 ブランド名 台数 前年同月比 順位 ブランド通称名 ブランド名 台数 前年同月比

１ ヤリス トヨタ 13,107 87.7 １ Ｎ-ＢＯＸ ホンダ 15,149 86.7

２ カローラ トヨタ 9,093 99 ２ スペーシア スズキ 8,780 92.3

３ ノート 日産 8,734 123.4 ３ ムーヴ ダイハツ 7,917 91.8

４ ルーミー トヨタ 7,796 54.4 ４ ワゴンＲ スズキ 7,199 275.0

５ フリード ホンダ 6,699 133.3 ５ ルークス 日産 6,561 135.0

６ ライズ トヨタ 5,376 79.9 ６ タント ダイハツ 5,761 64.0

７ フィット ホンダ 4,971 146.5 ７ ハスラー スズキ 5,035 69.5

８ ヴェゼル ホンダ 4,948 86.9 ８ アルト スズキ 4,877 104.4

９ ノア トヨタ 4,302 101.6 ９ ミラ ダイハツ 4,669 86.2

１０ ヴォクシー トヨタ 4,207 61.9 １０ Ｎ-ＷＧＮ ホンダ 4,651 123.3

１１ シエンタ トヨタ 4,147 99.5 １１ タフト ダイハツ 4,289 82.9

１２ アルファード トヨタ 4,127 45.1 １２ ジムニー スズキ 3,933 166.7

１３ アクア トヨタ 3,813 155 １３ デイズ 日産 3,181 99.7

１４ セレナ 日産 3,544 83 １４ ｅＫ 三菱 2,400 97.0

１５ ステップワゴン ホンダ 3,378 138.2 １５ Ｎ-ＯＮＥ ホンダ 2,226 102.7
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自動車業界トピックス

グーネット自動車流通より グーネット自動車流通より

業界の抱える課題へ対処
「令和４年度定時総会」を開催

日本オートオークション協議会(NAK)は6月13日、都内のホテルにおいて
「令和4年度定時総会」を開催、令和3年度事業報告及び令和4年度事業計画案
などを上程、承認決議された。役員人事では、新理事に斉藤啓太氏（シーエー
エー）、新園康男氏（日本中古自動車販売協会連合会）をそれぞれ選任した。

令和5年10月より施行されるインボイス制度に備え、会場には媒介者交付特
例に対応できるシステム改修等の準備を促すと共に、適格請求書事業者登録申
請の促進と登録番号の管理について周知を図る。

自然災害増大の影響による冠水車の増加に伴い、オークション会場では未申
告の冠水車出品が散見されるようになった。その対策として昨年度よりSOMPO
オークス社とNAKの走行メーター管理システムとのデータ連携がスタートした。
今年度は他損保についても全損車データが 入手できるように関連諸団体と連携
し働きかけを進める。

【令和４年度役員体制】（敬称略）
会長：海津博（日本中古自動車販売協会連合会）
副会長：大峰高（ＫＣＡＡ）
副会長：安田孝治（日産ユーズドカーセンター）
専務理事：髙橋淳之（日本オートオークション協議会）
理事：荒井寿一（荒井商事）
理事：安藤之弘（ユー・エス・エス）
理事：小美濃洋（いすゞユーマックス）
理事：菊地健太郎（マツダ中販）
理事：北口武志（トヨタユーゼック）
理事：木谷忠（日本中古自動車販売協会連合会）
理事：斉藤啓太（シーエーエー）新任
理事：徳永正義（日本中古自動車販売協会連合会）
理事：中薗憲一（ホンダユーテック）
理事：新園康男（日本中古自動車販売協会連合会）新任
理事：丸山明（シティライト）
理事：武藤孝弘（日本中古自動車販売協会連合会）

近年、オークションデータがインターネット等を通じて不正に利用されて
いるケースが見受けられる為、その対応についての検討を行う。

また、会場の走行メーター管理システム担当者が使用している「走行表示
運用マニュアル」は作成から11年が経過しており、その間、会場版システム
機能の変更や走行表示規定の追加等が度々行われてきた。こうしたことから
「走行表示運用マニュアル」の改定版を作成する。
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自動車業界トピックス

グーネット自動車流通より グーネット自動車流通より

「プロトカーユーザーレポート 2022」を公表
中古車購入単価は大幅に上昇

プロトコーポレーション（名古屋市中区、神谷健司社長）は、2月に実施した
「自動車に関する総合アンケート」の結果を「プロトカーユーザーレポート
2022」としてまとめ公表した。

同レポートは、日本国内に在住する20歳以上の自家用車保有者で、かつ中古
車ユーザーの3298サンプルを対象に、現保有車の実態や自動車購入時の意識等
を調査することで、今後の自動車マーケットの動向を探るための基礎データ作
成を目的として1999年から実施している定点調査となる。

今回の調査では、中古車購入単価は154.8万円で、前回調査と比べプラス
27.9万円と大幅な増加となった。半導体不足など新車の納車遅延の影響で高年
式の中古車に人気が集まったことがひとつの要因とみている。また、「50万円
未満」割合が大幅に増加し「50万円以上～100万円未満」の割合が減少した。
一方で「200万円以上～」の割合は増加傾向であり、二極化傾向している。

同社は、自動車関連に関する膨大なデータを保有しており、今後も、そのデ
ータを集積、検証し、広く発信していくことで自動車業界の活性化に貢献して
いくとしている。

プロトコーポレーション（名古屋市中区、神谷健司社長)は7月4日、運営す
るクルマメンテナンス専門サイト「グーネットピット」掲載店向けに「光触
媒コーティング」サービスパッケージの提供を開始する。

「グーネットピット」は全国の整備工場情報を1万店舗以上掲載し、修理、
点検、車検、取り付け、板金、塗装等、ユーザーの希望する項目で希望の整
備工場が見つけることができるクルマメンテナンス専門サイト。

光触媒コーティングとは、光が当たることで菌を水と二酸化炭素に分解す
る酸化チタンによるコーティングを行い、菌はもちろん臭いの原因となる成
分やカビなども安定的に分解するサービス。

一度コーティングすると約2年間は再コーティングが不要で、光が当たるた
びに効果を発揮する。既に全国の大型公共施設や大手企業、有名飲食店でも
施行されており、車両向けの活用が期待されていた。

必要な機材は全て同社が用意し、整備工場はスターターパックですぐに同
サービスが開始できる。1台あたりの施行時間は30分～60分で短時間での売
上増が期待できる。マニュアルと動画で施工手順をレクチャーし、経験がな
い作業者が実施しても一定の効果が得られるという。

グーネットピットは、「光触媒コーティング」プランを広く提供すること
により、安全で快適な移動を実現する「美装領域」のサービス提供とその集
客を今後も支援していくとしている。

グーネットピット「光触媒コーティング」サービス提供開始
顧客満足度向上、売上増に繋がる新サービス
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Quick×Quick共有在庫なら無料で出品!!

こんなに売れる！実例紹介!!
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オークション会場からの輸送も
個人宅への輸送もお任せ!!
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閲覧カウンターは分かりやすい！
競合他社と差別化!! 閲覧件数UP!!
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新しい仕入れサービスのご案内

Quick×Quick会員であればセルカオークション
ID：PWを即発行可能!!
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Quick×Quick 便利ツール

Quick×Quick会員なら多くの便利なサービスをご利用頂けます!!


